
国土交通省では、「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくり推進のため、
全国の街路・まちづくり担当者等が一堂に会し、担当者間の知見・ノウハウの共有等を図る
マチミチ会議を平成３０年度より開催しています。
　
第７回となる今回は、ウォーカブル制度創設から５年を経たことも踏まえ、
『まちが変わるウォーカブルのデザインとは』をテーマに、改めてその理念を考えてみます。
　
特に、ウォーカブルな空間が「まち」の求心力を高め、地域の魅力を増幅させるために、
街路等の空間デザインが果たすべき役割について、国、自治体、有識者が参画し、議論を深めます。
　
「居心地が良く歩きたくなる」まちなかづくりにご関心のある皆様、
特に、これから取組を進めていきたいとお考えの皆様のご参加をお待ちしております！

開 催 概 要

主　　催｜国土交通省
開催形式｜ハイブリッド（対面＋オンライン）
定　　員｜対面 300 名／オンライン 1000 名
参 加  費｜無料

日 時

2 2月 日 M
O
N 13:30- 開場

14:00- 開会
16:30- 終了

会 場

牛込箪笥区民ホール
（新宿区箪笥町 15 番地） （申込URL ）https://forms.gle/ZG6zLU4iVGEi8tLt6

※フォームでのお申込みができない場合には、問合せ申込担当までご連絡ください。

お申込みフォーム【先着順】
申込締切：2026 年 1 月  28 日（水）17:00

氏福島 秀哉
株式会社上條・福島都市設計事務所

九州大学大学院比較社会文化研究院 学術研究者

第７回マチミチ会議
まちが変わるウォーカブルのデザインとは

氏堀江 佑典
（一社）エリアマネジメントラボ 理事
（株）サンシャインシティ エキスパート

氏桂 有生
横浜市都市整備局都市デザイン室

デザイン調整担当係長

講演者

＋ オンライン

▷

（Zoom）

出典：愛媛県今治市　今治市中心市街地グランドデザイン



プ ロ グ ラ ム

2026 年 2月2日（月）14:00-16:30第７回マチミチ会議

『まちが変わるウォーカブルのデザインとは』をテーマに国、自治体、有識者によるディスカッションを予定しています。
お申し込みフォームで気になる質問・テーマも受け付けていますので、是非ご入力をお願いします。

国土交通省
都市局 街路交通施設課

髙濱 康亘堀江 佑典 桂 有生

モデレーターパネリスト

（一社）エリアマネジメントラボ
（株）サンシャインシティ

横浜市
都市整備局 都市デザイン室

福島 秀哉
（株）上條・福島都市設計事務所
九州大学大学院比較社会文化研究院

株式会社オオバ（担当：緒方、髙山）
E-mail：walkable@k-ohba.co.jp　TEL：052-219-0087
国土交通省 都市局 街路交通施設課（担当：街路交通施設安全対策官　髙濱 、 駅まちづくり係長　倉田）
E-mail：hqt-machi-michi@ki.mlit.go.jp　TEL ：03-5253-8111（内線 32835）、03-5253-8417（課直通）

申込について

取組について

問 合 せ

13:30

14:00

14:05

15:35

16:25

14:35

14:55

パネルディスカッション

閉会のご挨拶

国土交通省　都市局、水管理・国土保全局、道路局国土交通省　都市局、水管理・国土保全局、道路局

小野寺康都市設計事務所、（独）土木研究所寒地土木研究所、東京大学大学院工学系研究科助教などを経て現職。
全国の地域再生に向けたインフラ・公共空間デザイン、都市デザインに関する研究と実践に取り組む。
近年の主なプロジェクトに今治市中心市街地グランドデザイン、盛岡市中心市街地デザイン戦略、双葉町復興まちづくりなど。

話題提供：今、地域で何をデザインするのか
株式会社上條・福島都市設計事務所 / 九州大学大学院比較社会文化研究院 学術研究者　福島 秀哉

国の取組紹介

開場・受付

開会のご挨拶

話題提供：「デザインする」への挑戦
（一社）エリアマネジメントラボ 理事 /（株）サンシャインシティ まちづくり推進部 エキスパート　堀江 佑典

建築設計事務所でのデザイン設計経験を経て、18 年間にわたり都市計画コンサルタントとして都市再生から地方創生まで、
行政計画から PPPまで全国のハード・ソフトのまちづくりに従事。2025 年からは共創デベロッパーとして池袋を主たる
活動拠点へ。京都大学経営管理大学院官民連携まちづくり研究会民間委員、北海道科学大学客員教授、andscape主宰等。

15:15 話題提供：都市デザイン 横浜の「歩いて楽しいまちづくり」
横浜市 都市整備局 都市デザイン室 / デザイン調整担当係長　桂 有生

東京芸術大学建築学科卒業後、安藤忠雄建築研究所、山本理顕設計工場を経て、専門職公募で横浜市都市デザイン室。
現在、在室 19 年目。東大まちづくり大学院修了。主なプロジェクトに横須賀美術館、象の鼻パーク、新市庁舎デザイン
コンセプトブック、「こたつ de シネマ」などの東横線廃線跡地活用、「みっけるみなぶん１，２」など。

※話題提供のタイトルは変更となる可能性がございます。


